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衝撃波はどうしてできる？ 
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 衝撃波とは何か？衝撃波に似た現象を例に説明しましょう。衝撃波に似た波として、水面がつ

くる波があります。例えば静かな水面に小石をポチャンと入れると、波が同心円状に広がります

（下図左）。もし船で非常にゆっくり進むとすると、その波は、船の進行方向に狭まり、後ろの

ほうでは波の間隔が広がるという性質があります（下図中央）。さらに、船がその波のスピード

よりも速く進む場合を考えましょう（下図右）。最初に出した波が大きな円まで広がります。し

かし、そのときに船はもっと先まで進んでいます。その途中途中で出した波は、その時刻の古い

順に大きく広がり、これらの円の包絡線と呼ばれる赤い線ができます。この赤い線が、船がつく

る引き波と呼ばれるものです（その下の写真）。物体が空気を押しのける波は音の速さで伝わる

性質があるため、その物体が空気中を音速より速く、つまり超音速で進むと、引き波と同じよう

な波ができます。空気中を進む物体の速度が大きいほど、強い衝撃波ができます。これが衝撃波

です。 

 

 
 

 

 じゃあ、自然の中で衝撃波なんて存在するのというと、実は皆さん、衝撃波の音を聞いたこと

があります。どこで聞いているかというと、雷の音です。例えば、地上に落雷したとしますと、

雲から地上まで電気が通ります。電気が通るということは、その分、空気が押しのけられていま

す。電気のスピードは非常に速いですから、空気も急速に押しのけられることになり、衝撃波が

できます。その衝撃波が空気中を伝わって、皆さんの耳に届いて、雷鳴になります。 
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